
 

報道発表資料 

東京消防庁 Tokyo Fire Department 

 
平成２３年１１月２日 

 

救急搬送データからみる日常生活事故 

～ 知って防ごう日常生活事故！ ～ 
 

東京消防庁管内※１では、平成１８年から平成２２年までの５年間に、日常生活

における事故※２により５３９,１３６人が救急搬送されています。これは約５分に

１人の割合で救急搬送されていることになります。 

東京消防庁では、繰り返し発生し、一向に減ることがない日常生活事故を分析

し報告書をまとめました。報告書では事故全体の傾向と事故種別ごとに「いつ・

どこで・誰が・何で」受傷しているのかや、事故事例や事故防止のポイントをあ

げています。事故を他人事と思わず、一人でも多くの方が身近にひそむ事故の危

険性を知り、日々の生活のなかで対策をとってもらうよう、呼びかけを行うとと

もに、本報告書の全文を東京消防庁のホームページに掲示します。 

また、平成２３年１１月９日（水）からフリーダイヤル及び電子メールで本報

告書に関するお問合せや日常生活事故防止のご相談を受け付けます。 

（フリーダイヤル及びメールアドレスの開設期間にあっては平成２３年１１月９日（水 ）

から平成２３年１２月９日（金）までとなります。） 

※１ 東京都のうち東久留米市、稲城市、島しょ地区を除く地域（東久留米市は平成２２年４月１日

より東京消防庁管内となった。） 

※２ 平成１８年から平成２２年までの過去５年間の都民生活事故情報データを使用したもの。 

日常生活事故の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京消防庁では、今後も同様の救急事故の発生状況を注視し、注意を促すなど、都民の安全

確保に努めてまいります。 

問合せ先 

 東京消防庁 ㈹ 電話 3212‐2111 

防災安全課防災安全係 内線 420７ 

広報課報道係 内線 2345～2349 

 

１ 平成１８年から平成２２年までの５年間に５３９,１３６人が救急搬送されており、

約５分に１人の割合で救急搬送されています。 

２ 事故発生場所では、住宅等居住場所が最も多く２６７,２５１人で救急搬送人員の

約半数が一番身近な部屋の中で受傷し救急搬送されています。 

３ 年齢別の救急搬送人員をみると１歳児が最も多くなっています。また６０歳以上

でも多くなっています。人口百人あたりの救急搬送人員でも５歳以下と６０歳以上

が高い割合を示しており、特に７０歳位を超えてくると急激に上がっています。 

４ 初診時程度をみると、軽症が約７割となっていますが、４人に１人は入院の必要が

ある中等症以上と診断されています。 

 詳細は、添付資料をご覧ください。 

 

 

＃７１１９を利用しよう！ 

病院へ行った方がいいのか、又は、救急車を呼んだ方がいいのか、判断に迷った場合

には「東京消防庁救急相談センター（＃７１１９）」へご相談下さい。 



 

 

   
東京消防庁 

  

東京消防庁管内1）では日常生活を送るなかで年間約１１万人がさまざまなけがをしています。そこで東京消防

庁では、繰り返し発生し、一向に減ることがない日常生活事故の防止のために、平成１８年から平成２２年の５

年間に日常生活事故2）により救急搬送された５３９,１３６人の事故状況を分析し報告書としてまとめました。 

また、本報告書に関するお問合せや日常生活事故防止のご相談に対するフリーダイヤル受付とメール受付を開

始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日常生活事故の全体像 

 

１ 平成１８年から平成２２年までの５年間に５３９,１３６人が日常生活中の事故により救急搬送されてお

り、約５分に１人の割合で救急搬送されています。 

２ 年別救急搬送人員では、各年約１１万人前後を推移しており減少傾向がみられません。 

３ 事故発生場所別にみると住宅等居住場所での事故が全体の約半数を占めています。 

４ 日常生活中の事故では５歳以下と６０歳以上の年齢層に多く発生しています。 

５ 初診時程度をみると、軽症が約７割となっていますが、４人に１人は入院の必要がある中等症以上と

診断されています。 

６ 事故種別ごとにみると、転倒や転落・墜落が受傷原因の大半を占めています。 

７ 年齢層ごとに受傷事故の特徴があります。 
 

２ 年別発生状況 

  日常生活事故で年間約１１万人が救急搬送されています。これは約５分に１人が救急搬送されていることに 

なります（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
1 ）東京都のうち東久留米市、稲城市、島しょ地区を除く地域（東久留米市は平成２２年４月１日より東京消防庁管内となった。） 
2 ）運動競技、自然災害、水難事故、労働災害事故または一般負傷に該当するもの。 

別添え 

図１：年別の救急搬送人員 
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生活安全相談メール 

seikatsuanzen＠tfd.metro.tokyo.jp 

・開設期間 平成２３年１１月９日（水）から１２月９日（金）まで 

・２４時間受け付けておりますが、回答は翌日以降となります。 

・日常生活の事故に関する内容以外は、ご回答できません。 

 

日常生活の事故に関するご相談は・・・ 
 

 

生活安全相談ダイヤル 

０１２０－２８６－１１９ 

・開設期間 平成２３年１１月９日（水）から１２月９日（金）まで 

・利用時間 平日の午前８時３０分から午後１７時００分まで  

・東京都内からおかけの場合に、ご利用いただけます。 

・ＩＰ電話（０５０番号）などからは、ご利用いただけません。 

・日常生活の事故に関する内容以外は、ご回答できません。 

 

日常生活の事故に関するご相談は・・・ 



 

 

３ 場所別救急搬送人員 

  場所別にみると、住宅等居住場所が最も多く２６７,２５１人で約５０％となっており、次いで道路・交通施

設１５１,０５６人で２８％となっています。最も身近な場所である部屋の中で事故が多く発生しています（図

２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 年齢別救急搬送人員 

年齢別にみると、１歳が最も多く救急搬送されています。また６０歳以上の年齢でも多く救急搬送されてい

ることがわかります。さらに人口百人当たりの救急搬送人員を見ると１歳と６０歳以上が高くなっており、特

に７０歳を超えたあたりから急激に高くなっています（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 初診時程度別割合 

  日常生活中の事故では、軽症と診断された人が約７割と大半を占めていますが、約４人に１人が入院を必要

とする中等症以上の診断を受けています（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３：年齢別救急搬送人員および人口百人あたりの救急搬送人員 

図４：初診時程度別割合 

図２：場所別救急搬送人員 
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n=539,136

軽症

376,779人

69.9%

中等症
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26.6%
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2.1%

重篤

5,671人

1.1%

死亡

1,932人
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［凡例］ 

・重  篤 ：生命の危険が切迫しているもの 

・重  症 ：生命の危険があるもの 

・中等症 ：生命の危険はないが、入院の必要

があるもの 

・軽  症 ：入院の必要がないもの 



 

 

６ 年齢層別事故種別ごとの構成割合 

すべての年齢層において、「ころぶ」と「おちる」が高い割合を占めています。特に６０歳くらいからはこ

ろぶが６０％を超えています（図５）。 

また「ころぶ」と「おちる」以外の事故を１００％とした場合には、０から４歳では「ものがつまる・もの

が入る」と「やけど」が高い割合となっています。５から１９歳くらいまでは「ぶつかる」事故がほかの年齢

層にくらべて高い割合をしめています。２０歳から６５歳くらいまででは「切る・刺さる」と「はさまれる」

が多いことがわかります。高齢者は「ものがつまる・ものが入る」と「おぼれ」が突出していています（図６）。 
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図５：年齢層別事故種別構成割合 

図６：年齢層別事故種別構成割合 

（「ころぶ」と「おちる」を除いた事故） 

日常生活中の事故を防ぐためには・・・ 



 

 

そこで東京消防庁では、繰り返し発生し、一向に減ることがない日常生活事故の防止のために、５３９,１

３６人の事故状況を分析し報告書をまとめました。報告書では事故種別ごとに「いつ・どこで・誰が・何で」

受傷しているのかや、事故事例や事故防止のポイントをあげています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急搬送データからみる日常生活の事故の掲載内容紹介 

９種類の事故ごとの細かい分析 

 

（「ころぶ」「おちる」「ぶつかる」 

「切る・刺さる」「ものが詰まる」 

「はさまれる」「やけど」「かまれる」

「おぼれる」）に分類 

年、月、

時間ごとの

発生状況 

日常生活中の事故の全体像 

危険な事故や火災をピックアップ 

さらに、特に知ってほ

しい事故として５つの

事故を掲載。 

 

１ エスカレーター

の事故 

２ 子どもの歯ブラ

シによる事故 

３ 電車の扉にはさ

まれる事故 

４ モチがのどにつ

まる事故 

５ ハチに刺される

事故 

日常生活中の事故

全体の約４４％を占

める高齢者の事故を

ピックアップ 

事故による初診

時程度の割合や具

体的な事故事例 

分かりやす

い事故防止の

ポイント 

 事故発生場所や

年齢性別ごとの救

急搬送人員、事故

に至った要因 

例）第２部 ころぶ 

事故を知り、対策をたてる！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データからみる日常生活事故に関するお問合せやご相談は・・・ 
 

 

 

生活安全相談メール 

seikatsuanzen＠tfd.metro.tokyo.jp 

・開設期間 平成２３年１１月９日（水）から１２月９日（金）まで 

・２４時間受け付けておりますが、回答は翌日以降となります。 

・日常生活の事故に関する内容以外は、ご回答できません。 

 

日常生活の事故に関するご相談は・・・ 

 

 

生活安全相談ダイヤル 

０１２０－２８６－１１９ 

・開設期間 平成２３年１１月９日（水）から１２月９日（金）まで 

・利用時間 平日の午前８時３０分から午後１７時００分まで  

・東京都内からおかけの場合に、ご利用いただけます。 

・ＩＰ電話（０５０番号）などからは、ご利用いただけません。 

・日常生活の事故に関する内容以外は、ご回答できません。 

 

日常生活の事故に関するご相談は・・・ 
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